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2026年6月定例議会 本議会質問項目（6月24日 登壇）

医療的ケア児・者に対する医療型短期入所施設の充実について
医療型障害児入所施設での教育機会の充実について
産婦人科・小児科オンライン相談の実施について
国民スポーツ大会を見据えたアンチ・ドーピング対策について
地域の建設業者支援について
　土砂・洪水氾濫対策と遊砂地事業について

県議会 本会議録画動画視聴はこちらから

県政報告
2026年 夏号 vol. 9

川口 信川口 信
しんしんぐちぐちかわかわ

奈良県議会議員奈良県議会議員
　日頃より私の政治活動に温かいご支援とご理解を賜り、
厚く御礼申し上げます。6月24日に本会議で4回目の
一般質問を行いました。県政報告レポートを通じて、
奈良県・御所市の課題や取り組み、日頃の活動を少しでも
お伝えできればと考えております。今後とも皆様の声を
しっかり受け止め、奈良県発展のために全力で取り組ん
でまいりますので、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い
申し上げます。
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　近年、気候変動に伴う豪雨が頻発化している。本県でも葛城川流域
では土砂流出の危険性が確認されており、土砂・洪水氾濫へ重点的な

対策を行わなければならない。流れてくる大量の土砂を一時的に受け止め、
インフラ被害や人家の孤立を未然に防ぐ「遊砂地」等の効率的な施設整備を
積極的に進め、早期の効果発現に努めていただくよう要望を行った。

土砂・洪水氾濫対策と遊砂地事業について

　最新のアンチ・ドーピング知識に基づき、ジュニア世代から高齢者までスポーツを行うすべての人へ、薬の教育や助言を行う薬剤師

要望

　2031年の国民スポーツ大会（国スポ）開催に向け、アンチ・
ドーピングへの取り組みは重要な課題である。「うっかりドー

ピング」等を防ぐためにも、専門知識を持つスポーツファーマシス
ト（※）の体制整備、継続的な啓発や講習・研修の実施などの支援
体制を構築していく必要がある。

 1) 県としてアンチ・ドーピング教育・啓発をどのように推進していくのか
　本県の第2期スポーツ推進計画では、スポーツの健全性・安全性の確保に向けた取り組みの推
進を位置付けており、県スポーツ協会と連携して国スポに出場する選手や指導者を対象とした研

修会の開催などを支援している。今後も県スポーツ協会と連携し、アンチ・ドーピングの研修・啓発に
継続して取り組む。
 2) スポーツファーマシストを今後どのように活用していくのか

　スポーツファーマシストは現場の安全性・公平性に寄与する存在と認識している。国スポでは救
護所に配置する医薬品にドーピング禁止物質が含まれていないかの確認や、相談ホットライン設

置にご協力をいただく予定としている。今後も先進事例を研究し、必要な対応を検討していく。
　奈良県では、薬業・製薬産業は大きな地場産業である。この強みを活かし、薬業団体と連携して
アスリート向けの開発など、「奈良県らしい独自のスポーツ支援モデル」の構築を、各団体と連携

して取り組んでいただきたい。

　地域住民の命と暮らしを守る地元建設業者の維持・育成は重要な
課題である。

 ① 入札参加資格における地域要件について
　地元建設業者の支援として、本県でも地元業者を優遇する地域要件を設けているが、対象は限定的
であり見直しを行う余地があると考える。対象事業や設計金額の基準検討に対する所見を伺いたい。
　建設業者は災害復旧やインフラ維持を担う「地域の守り手」であり、重要であると認識している。
本県では災害復旧等の事業で入札参加者を市町村域に限定し、地元業者の存続や地域雇用を支

援している。一方、入札の参加機会や適正な競争の確保も必要なため、対象事業の拡大には慎重である
べき。地域の担い手育成と公平性の両立を図る観点から現行の入札状況を注視し、制度の検討を進め
ていく。
 ② 若手技術者の就業促進について

　地元建設業者にとって若手技術者の参入と育成は大きな課題である。若者の就業促進のため、
県内の高校と連携した取り組みや、総合評価落札方式で県内の学生を雇用する企業を加点評価す

る制度の導入は有益であると考えるが、所見を伺いたい。
　若手の就業促進に向け、小・中・高校でのキャリア教育として建設業者による出前授業の準備を進
めている。また、担い手確保や働き方改革のため、総合評価落札方式において若手・女性技術者の配

置を評価する加点措置を実施している。提案された学生雇用企業の加点評価については他県の事例を研
究し、今後も関係者の意見等を確認しながら、持続可能な業界の発展に取り組む。
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国民スポーツ大会を見据えたアンチ・ドーピング対策について

地域の建設業者支援について

一気に流れてきた土砂を一時的に受け
止めることができます。広い流路に分
散させることで、土砂の勢いが弱まり、
安全に下流に流すことができます。
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地
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大量の土砂はそのまま一気に街の中ま
で流れ込み、土砂災害が起こります。ま
た、流れ込んだ土砂のために川底が浅く
なるので、氾濫が起こりやすくなります。

遊
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　※「国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所HPより引用」

※スポーツファーマシストとは




